
師
範
学
校
か
ら
依
頼
を
う
け
て
作
曲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
出
久
雄
の
『
「
保
育
唱

歌
」
覺
え
書
』
（
『
東
亜
―
音
楽
論
叢
ー
田
邊
先
生
還
暦
紀
念
』
昭
和
十
八
年
）
中
に
記
さ
れ
て

い
る
保
育
唱
歌
の
墨
譜
の
序
文
を
み
る
と
、
そ
の
事
情
が
明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
十
年
十
一
月
ヲ
起
源
ト
シ
テ
漸
次
撰
成
ス
ル
此
謁
曲
ハ
、
東
京
女
子
師

範
學
校
幼
稚
園
保
育
詞
謳
ノ
譜
ヲ
同
校
描
理
中
村
正
直
ョ
リ
式
部
寮
二
請
ヒ
、

寮
ヨ
リ
雅
楽
課
二
下
附
セ
ラ
レ
、
伶
人
ヲ
シ
テ
墨
譜
ヲ
撰
定
シ
、
寮
頭
ノ
調
査

ヲ
経
由
シ
テ
、
之
ヲ
該
校
保
拇
二
教
授
シ
、
生
徒
ヲ
シ
テ
謳
ハ
シ
ム
所
ナ
リ
。

請
ハ
該
校
二
於
テ
西
洋
原
謳
ノ
意
味
ヲ
繹
シ
、
或
ハ
日
本
ノ
古
歌
ヲ
撰
抜
シ
テ

之
ヲ
用
ュ

。
〔
以
下
略
〕

唱
謳
ノ
奸
ハ
笏
拍
子
二
節
ヲ
拍
チ
、
琴
二

竪
ヲ
應
和
シ
テ
謳
フ
。
遊
戯
ノ
歌

ハ
笏
拍
子
ヲ
拍
チ
、
節
ヲ
左
右
ノ
歩
二
踏
ミ
テ
謳
フ

田
邊
尚
雄
氏
は
著
書
『
日
本
一
音
楽
講
話
』
（
改
訂
版
、
大
正
十
五
年
）
で
、
初
め
は

笏
拍
子
を
打
ち
、
伴
奏
に
笙
、
鍍
簗
、
笛
、
琵
琶
、
等
を
用
い
て
全
く
平
安
朝
式
で

あ
っ
た
が
、
後
に
は
純
学
校
用
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
の
み
に
し
て
し
ま
っ
た
と
記

述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
唱
歌
の
い
く
つ
か
は
音
楽
調
取
掛
の

『
小
學
唱
歌
集
』
や

『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
保
育
唱
歌
は
平
安
朝
の
声
楽
と
西
洋
の

唱
歌
と
の
融
和
を
計
っ
て
作
ら
れ
た
は
じ
め
て
の
教
育
用
唱
歌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

音
楽
取
調
掛
の
唱
歌
作
成
に
先
行
す
る
事
業
と
し
て
わ
が
国
の
洋
楽
史
上
重
要
な
存

在
な
の
で
あ
る
。

(
1

)

「式
部
寮
伶
人
の
欧
州
楽
伝
習
」
『
雅
楽
界
』
第
五
九
号
、
一
―
六
i
l
―九
頁
。

(
2
)

右
に
同
じ。

）
の
序
文
に
つ
づ
い
て
伴
奏
楽
器
の
指
示
が
あ
る
。

音
楽
取
調
掛
で
教
鞭
を
と
っ
た
伶
人
の
履
歴
書

（
要
約
）

芝

＿藤
原
朝
臣
一
葛
鎮
（
し
ば

ふ
じ
つ
ね
）

近
衛
将
監
兼
大
隅
守

嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
正
月
二
十
八
日
生
。
麻
布
区
山
元
町
四
拾
六
番
地
。

明
治
二
年
(
-
八
六
七
）
七
月
二
十
七
日
百
官
受
領
被
陵
に
付
各
位
階
を
称
す
。
但
上

下
の
称
自
四
位
に
至
迄
被
陵
。

同
三
年
(
-
八
六
八
）
十
一
月
十
九
日
自
今
薔
官
人
元
諸
大
夫
侍
井
元
中
大
夫
等
位
階

総
て
被
陵
。
十
一
月
二
十
四
日
御
用
に
付
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
一
月
二
十
七

日
任
少
伶
人
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
六
月
六
日
叙
従
九
位
。
八
月
十
二
日
雅
架
長
助
櫂
助
被
腹
更
に

式
部
寮
へ
合
併
被
仰
付
。
八
月
二
十
三
日
任
中
伶
人
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
六
月
二
十
三
日
家
督
願
之
通
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）

三
月
十
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
参
向
井
京
都
雅
架
課
御
用
に
付
出

張
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
二
月
十
四
日
欧
洲
楽
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
七
月
二
十
三
日
東
京
府
士
族
附
替
願
之
通
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
九
月
二
十
八
日
除
服
出
仕
申
し
付
け
ら
れ
る
。
式
部
寮
中
大
伶

人
以
下
被
陵
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
二
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
四
月
四
日
佛
國
博
究
會
出
品
楽
譜
書
露
申
し
付
け
ら
れ
る
。

七
月
二
日
佛
國
博
莞
會
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
勘
に
付
賞
興
金
七
円
下
賜
。
八
月

二
十
九
日
一

等
伶
人
以
下
被
陵
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任
一
等
伶
人
。
九

月
二
日
神
宮
神
嘗
祭
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
三
月
十
九
日
洋
琴
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
三
年
（
一
八
八

0
)
＋
月
十
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。
音
楽

取
調
掛
可
相
勤
為
手
嘗
一
ヶ
月
金
拾
五
円
附
与
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
一
月
二
十
日
内
國
勘
業
博
究
會
審
査
官
申
し
付
け
ら
れ
る
。

九
月
二
日
内
國
勧
業
博
覧
會
審
査
勉
励
に
付
為
其
賞
銅
牌
壱
個
授
典
。
同
日
内
國
勘

業
博
覧
會
審
査
勉
勘
に
付
為
慰
榮
金
拾
五
円
給
典
。
九
月
十
四
日
今
後
一
ヶ
月
金
戴

拾
五
円
給
興
。
九
月
十
五
日
監
事
兼
取
調
掛
申
し
付
け
ら
れ
る
。
調
絃
法
の
授
業
を

担
当
。

東
京
府
士
族
、
旧
楽
人
、
従
五
位
下
左
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明
治
十
五
年
(
-
八
八
二
）
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為
手
賞
金
拾
圏
給
興
。

こ
の
間
明
治
十
三
年
六
月
、
東
儀
季
煕
、
東
儀
季
芳
、
林
廣
守
ら
と
と
も
に
海
軍

省
の
依
嘱
に
よ
り
〈
君
が
代
〉
の
新
譜
作
曲
に
努
力
し
、
芝
葛
鎮
、
中
村
誌
庸
（
海

軍
楽
長
）
、
四
元
義
豊
（
陸
軍
楽
長
）
ら
が
エ

ッ
ケ
ル
ト
を
顧
問
と
し
て
撰
定
委
員
と

な
り
、
国
歌
制
定
に
功
績
を
残
し
た
。
音
楽
取
調
掛
に
は
、
明
治
二

十
年
二
月
ま
で

在
職
し
た
。
そ
の
後
は
楽
部
の
伶
人
と
し
て
雅
楽
の
研
究
・
演
奏
に
従
事
し
た
。

大
正
六
年
七
月
楽
部
を
依
願
退
職
、
翌
七
年
二
月
十
九
日
没
。

唱
歌
作
品
（
『
東
亜
昔
架
論
叢
』
l

一
三
頁
）

祝
日
大
祭
日
歌
元
始
祭
、
明
治
二
十
五
年
頃
作
曲
。
紳
武
天
皇
祭
歌
壼
越
律
旋
雅

楽
唱
歌
、
伊
澤
修
二
編
『
小
學
唱
歌
集
』
二
巻
、
二
十
五
年
出
版
所
載
。
須
磨
明
石
平

調
律
旋
雅
楽
唱
歌
、
同
一
＿
一
巻
、
二
十
六
年
出
版
。〈
大
和
撫
子
〉
取
調
掛
編
纂
『
小
學

唱
歌
集
』
初
編
、
十
四
年
出
版
、
メ
ー
ソ
ン
賞
賛
の
唱
歌
で
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
登
載

つ
ぐ
い
の
ち

さ
れ
た
。

〈
五
常
の
歌
〉
同
。
〈
鏡
な
す
〉
同
。
〈
繊
命
〉
本
居
宜
長
作
詞
、
三
十
年
。
〈
秋

の
夕
〉
作
歌
不
詳
、
三
十
年
。

〈護
國
の
音
楽
〉
芝
・
永
井
建
子
共
作
、
二
十
七
年
。

〈
鳥
の
歌
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
『
明
治
唱
歌
』
第
一
集
、
二
十
一
年
。
〈若
竹
若
松
〉
大

和
田
け
い
子
作
詞
、
同
。
山
里
（
「
い
さ
り
火
」
よ
り
）
同
第
四
集
、
二
十
二
年
。
〈
古

き
あ
と
〉
大
和
田
建
樹
作
詞
、
同
。〈
國
の
姿
〉
物
集
高
見
作
歌
詞
『
唱
歌
莱
錦
』
第

一
、
二
十
二
年
。
五
月
二
十
八
日
（
地
久
節
の
歌
）
『
國
民
唱
歌
』
二
十
四
年
七
月
。

〈
皇
御
函
〉
『
大
東
軍
歌
』
。
そ
の
他
。

上
直
行
（
う
え
さ
ね
み
ち
）

東
京
府
士
族

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
七
月
二
日
山
城
國
愛
宕
郡
塔
之
段
北
横
町
に
於
て
生
。

文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
よ
り
慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
ま
で
楽
道
練
磨
の
暇
を
以
て

平
瀬
元
淳
江
馬
天
江
橋
本
慎
齊
等
に
就
き
漢
学
詩
文
を
講
究
す
。

慶
應
四
年
(
-
八
六
八
）
一
月
四
日
内
侍
所
勤
番
被
仰
付
。
同
月
二
十
八
日
太
政
官
代

勤
番
被
仰
付
。

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
二
月
十
七
日
太
政
官
代
勤
番
被
免
。

同
日
太
政
官
代
勤
番
褒

美
と
し
て
金
円
下
賜゚

同
三
年
(
-
八
七

0
)
十
二
月
二
十
七
日
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
十
一
月
二
十
七
日
任
少
伶
人
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
十
二
月
十
四
日
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。

博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）
二
月
二
日
記
録
課
出
仕
被
命
。
三
月
十
九
日
記
録
課
出
仕
依
願

被
免
゜

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋
月
三
十
一
日
式
部
寮
中
大
伶
人
以
下
被
廃
更
に
一
等
伶
人
以

下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
三
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
七
月
二
日
佛
國
博
覧
会
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
励
に
付
金

円
下
賜
。
八
月
二
十
九
日
一
等
伶
人
以
下
被
廃
更
に
三
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任

三
等
伶
人
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
二
月
十
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
内
外
の
音
律
研
究
、
和
声
の
研
究
、
唱
歌
の
選
曲
。
同
日
音
楽
取
調
掛
勤

務
申
し
付
け
ら
れ
る
手
当
と
し
て

一
ヶ
月
金
拾
圏
給
典
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
二
月
二
十
五
日
除
服
出
仕
。
九
月
十
三
日
職
務
勉
勘
に
付
為

手
嘗
金
七
円
給
典
。

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
三
月
十
九
日
自
今
一
ヶ
月
金
拾
五
円
給
典
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
九
月
二
十
日
教
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。
唱
歌
ピ
ア
ノ
の
授
業

を
担
当
。
十
月
二
十
九
日
架
道
保
護
の
為
め
毎
年
金
八
拾
五
円
下
賜
。
十
一
月
十
四

日
任
雅
架
師
。
同
日
十
二
等
相
賞
年
俸
金
爪
百
四
拾
円
支
給
。
十
二
月
二
十
六
日
文

部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
、
但
手
当
と
し
て
一
ヶ
月
金
拾
五
円
給
興
。
同

日
音
楽
取
調
掛
勤
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
差
免
。
同
日
音
楽
取
調

掛
教
授
方
嘱
託
月
手
当
拾
五
円
交
付
。
三
月
九
日
兼
高
等
女
學
校
教
授
方
嘱
託
。
三

月
十
八
日
第
二
岡
中
學
校
師
範
學
校
教
員
免
許
學
力
試
験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
五

月
三
十
一
日
第
二
囲
中
學
校
師
範
學
校
教
員
學
力
試
験
委
員
命
に
付
府
為
其
報
酬
花

生
一
個
贈
典
。

同
二
十
年
(
-
八
八
七
）
三
月
二
十
二
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
に
付
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る
。
三
月
二
十
四
日
明
治
二
十
年
尋
常
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
教
員
學
力
試

一
月
十
四
日
欧
洲
楽
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